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令調査研究課題の追加

本年度の調査研究課題については；すでに本誌第3巻

第6号の本欄で掲載したとおりだが，その後つぎのもの

を追加することとなった。

I 研究委員会

課題名 I主査名 ［＿ 趣 旨

東南アジ有馬 駿 ニ
アの物最, v.: 通商産業大臣
ハフンス 官房閾森課長

東南アジアの物批パランス
を，つぎの形で作成する。

輸入＋生産
＝消費＋投資＋輸出

ここで輸入と輸出が判明し
ているとして，生産，消費，

投資を推定する作業を行な
う。

なお「インド経済総合モデルの研究」（主査岡際甚悴

教大学助教授福地娯[t)は研究委員会方式によらず，委託

研究として行なうことに変更した。

II 委託研究

課凪―名l受託 者名 趣 旨_ l -——• ... --- -．．.. 、

アフリカ宍戸 寛アフリカ諸地域における各
指導陪の
研究

共同通信社 界の指導層の性格を，その
盤理部次長 生成の背景，基盤との関連

において分析し，これら新
興国家の諸施策の性格，動

l 向解明の手がかりとする。

中国経済石川 滋昭和35~36年度にわたる中
発展の統
計的研究

-1科大学助教授 国の経済成長に関する研究
をふまえて，さらに国民所

得，資本蓄概物価など，
経済発展の構造分析を加え
て本研究を集大成する。研

I I究成果は英文報告書として
発表する。
- ・--・ 

令長期成長調査室における「アジア経済の長期展望」計

画に関する作業の進捗状況概要

1. 各委員会の編成状況

長期成長調査室関係の各委員会の編成状況は下記の

通り。

〔総合委員会〕

委員長 アジア経済研究所長東畑精一

委 員 ▽外務省経済局長関守三郎▽大蔵省官房長佐藤一郎

▽煤林省官房長林田悠紀夫▽通商産菜省迎商局艮松村敬一▽

▽経済企画庁総合囮発局長大来佐武郎▽日本銀行調査局長外山

茂▽三井物迎株式会社常務取締役西島東▽三菱商事株式会社常紛

取締役川合英夫▽アジア経済研究所理lJJ川野重任

〔調整委員会〕

委員長未定

委 員 ▽外務省大臣官房濶究課長貝原庄一▽大蔵省（交渉中）

▽股林省大閑官房調森官尾崎忠二郎▽iili商産業省通商局経済協力

政菜課長新田庚一▽同通商局通商潤査課長吉田 実▽経済企雨

庁汁1）外潤査課長赤津 学▽日本銀行潤杏局アジア潤森課・艮渡辺

長雄▽三井物産株式会社業務部洵外第二課・艮佐々木市蔵▽三疫

商耶株式会社菜務部アジア課長石川義吉 ▽総体予測委貝会委員

長，経済企画庁経済研究所長吉植 悟▽股業委貝会委l1長，東京

教育大学教授三沢狐郎▽狡源委員会委員長．国民金恐公91ぼ岬油

谷精夫▽エ菜委貝会委貝長，明治大学教投山岡喜久男▽アジ

ア経済研究所長期成長濶杏室長吉田 稔

〔総体予測委員会〕

委員長 経済企面庁経済研究所長吉植 悟

委 員 ▽経済企画庁経済研究所主任研究官乎山正隆▽経済企面

庁潤査局洵外潤査課長赤津 学▽通商産業省通商局為替金敵課富

永孝雄▽アジア経済研究所長期成長閾．1瑶柳沢雅一

〔器業委員会〕

委員長 東京教育大学教授三沢狐郎

委 員 ▽股林省大臣官房参91噂山下 貢▽股林省大臣官房濶査

課長玉井虎雄▽殿林省大臣官房企画室閑査官尾崎忠二郎 ▽殷

林省大l店官房脳森課年次報告第1班長井上嘉丸▽股林省殷林経済

屈経済課長枝広幹造▽股林省謀業総合研究所東南アジア研究室長

深沢八郎▽東京大学股学部助教授逸見識三▽三井物涯株式会社

投物油脂邪総務課大原 寛▽アジア経済研究所常fH,JI1,J委貝辻

吉雄

（資源委員会〕

委員長 困民金磁公／9li理'h油谷精夫

委 員 ▽iilii1紅産業省通商局経済協力政策課今泉嘉正▽経済企画

庁瀾査周内国細丘課高橋毅夫▽洵外屯力濶査会狸出上島定雄▽

石油鉱業連盟事務局長高瀕光弥▽八幡扱鉄（株）闊買部資源糾査室

認菅又貞夫▽iili商庇業省却l局鉱業団！竹林陽一▽三井金困鉱菜 、

（株）洵外室長佐川正雄▽三井物産（株）業務部洵外第二課長代理久

保田良治▽三菱商串（株）業務部悔外，Ji菜課長宇佐美 博▽一

栢大学助教授坂本二郎△アジア経済研究所常任wrり委貝林 芙

〔工業委員会〕

委員長 /J/l治大学教授山岡喜久男

委 員 ▽函暉菜大l五官房潤査課長有馬駿二▽通商産業省通商

周遥麟紐諌長吉田 実▽外務省経済局経済網査課（人選中）▽

三殺経済研究所専門研究貝森田善二郎▽アジア経済研究所常任屯

凹委貝三沢 亨▽セメン ト袖出協会lJl務局次長伊瀕知好弘▽

日本綿糸布輸出組合市場部長，滋森室長有方忠男 ▽日本鉄鋼連盟

鉄頌涌外市場潤査委貝会市場二部会東南アジア分科会長麻生： 博．

▽日本プラント協会技術室長津田信英▽日本機械工菜連合会常務

理dl渡辺五六
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2. 委員会発足・審議状況

（イ）農業委員会 (7月6日， 7月23日， 8月13
日， 8月30日， 9月io日）

（口） 総体予測委員会 (7月11日， 7月14日， 7月21日）

り資源委員会 (7月30日， 8月29日）

（二）工業委員会 (8月31日， 9月10日）

紺調整委員会 (6月14日準備会， 8月3日委
員長連絡会議 ） 

り総合委員会

3. 長期成長室としての作業状況

（イ

日（木）， 5日（金）の両日にわたり札幌商工会議所，北

海道新聞社との共催，北海道，札幌通商産業局， 日

もとに下記のとおり「アジ

ア経済」ゼミナールを開催することとなった。

1. 日時 10月4日（木）， 5日（金）

各日とも1.30,.._,5. 00 P. M. 

2. 司会 アジア経済研究所広報出版部長

3. 会場札幌商工会謡所ホー）レ

期日 I演 題 講 師

ランス（生産消費輸出入

(9月中旬目標）

Agricultural Commodities 

Projections for 1970 (F AO, 1962)の方法

（口）

〇ナショナルバランス表（部門別国民所得，

需要供給バランス，貯蓄投資バランス，国

際収支パランス） 1950,.....,60 （一応完成）

目標と

クロ的検討（マクロモデル化

およびナショナルバランス表の作成によ

る） （9月末目標）

(9月末目標）

〇国別資源開発計画の収集整理

（二）
行なう。

ンサスによる生産額，附加価値，生 1． 採用人員 (A)調査 2名

(9月中旬目標） （B)事務 2名

ランス（生産，消費，

輸出入）統計

〇開発計画

會海外派遣員の帰国

ボンベイ（インド）駐在の海外派遣員山口博ーは， 2 

年間の研究を終了し 8月27日帰国した。

會札幌における「アジア経済」ゼミナールの開催

当研究所は従来，東京，大阪をはじめ名古屋，福岡な

するゼミナールを開

催してきたが，今回はじめて札幌においてきたる10月4

(9 

10月4日II 
（木）

10月5日
（金）

・懇賞論文の第 1次審査状況

「アジア経済の将来」の第 1次審査会は， 9月7日正

午から大手町の当研究所会議室で開催，つぎの 6氏を第

1次合格者として決定した。 9月28日第2

を開いて口頭試問を行ない，最終的に決定する。

▽大山道広 23オ （殿応大学大学院）

▽久山純弘 25オ

▽生田浩二 29オ

▽池田廻彦 29オ （外務省経済局）

▽川内富美夫 27オ （日

▽野原昂 22オ

會研究所職員の募集

2. 

(A)は， 昭和10年4月2・日

(B)は，昭和13年4月2日

び卒業見込者。

3. 申し込み期間

一橋大学教授板垣典ー

林雄二郎

木内信胤

川野重任

4. 

2の4 新大手町ビル5階

アジア経済研究所総務部 (211)1521 
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